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本
論
文
は
近
世
後
期
の
摂
津
国
呉ご

田で
ん

の
豪
商
で
あ
っ
た
吉
田
家
の
三
代
、
と
く
に
吉
田
道
可

（
一
七
三
四
～
一
八
〇
二
）
を
主
た
る
対
象
と
し
て
漢
詩
文
や
和
歌
、
俳
諧
、
茶
道
、
医
学
、
茶
会
興

行
、
好
古
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
彼
の
学
芸
上
の
諸
活
動
並
び
に
文
人
諸
家
と
の
交
流
に
つ
い
て
跡

付
け
、
ま
た
吉
田
家
が
蒐
集
し
た
古
物
の
摸
刻
出
版
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

本
論
文
で
は
ま
ず
道
可
の
墓
碑
銘
の
検
証
を
行
い
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
以
外
に
道
可
が
使
用
し
て

い
た
号
や
字
の
類
を
同
時
代
資
料
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
続
い
て
墓
碑
銘
に
お
い
て
道
可
が

師
事
し
、
あ
る
い
は
信
頼
を
寄
せ
た
と
さ
れ
る
儒
者
の
林
東
溟
、
医
師
の
吉
益
東
洞
、
公
家
・
歌
人

の
日
野
資
枝
、
公
家
で
能
書
の
大
炊
御
門
家
孝
と
道
可
と
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
上
で
、
道

可
に
よ
る
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
及
び
八
年
の
銀
閣
寺
で
の
茶
会
興
行
に
つ
い
て
『
都
林
泉
名
勝

図
会
』
増
修
本
に
見
ら
れ
る
関
連
記
事
に
基
づ
い
て
跡
付
け
、
谷
文
晁
の
も
の
を
は
じ
め
現
存
す
る

道
可
の
肖
像
画
に
つ
い
て
も
整
理
を
行
っ
た
。

［
論
文
要
旨
］

❶
吉
田
道
可
伝
の
再
検
討

❷
道
可
の
学
芸
と
雅
交

❸
道
可
の
蒐
集
と
出
版

❹
道
可
以
後
の
吉
田
家

❺『
聆
涛
閣
帖
』の
出
版

加
え
て
道
可
の
蒐
集
品
を
め
ぐ
る
諸
名
家
と
の
交
流
や
、玉
田
成
章
編
『
耳
比
磨
利
帖
』（
天
明
七

年
序
刊
）
や
松
平
定
信
編
『
集
古
十
種
』・『
集
古
文
書
』
に
道
可
の
所
蔵
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
論
及
し
、道
可
自
身
が
自
身
の
蒐
集
品
の
摸
刻
を
作
製
し
頒
布
し
て
い
た
事
実
を
、

現
存
す
る
刷
物
や
尾
崎
雅
嘉
『
群
書
一
覧
』（
享
和
二
年
刊
）
の
記
述
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。

道
可
以
後
の
吉
田
家
当
主
で
あ
る
粛
（
一
七
六
八
～
一
八
三
二
）
と
敏
（
一
八
〇
二
～
六
九
）
に

関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
碑
銘
を
紹
介
し
た
上
で
、
粛
に
は
学
芸
上
の
活
動
が
確
認
で
き
ず
、
他

方
で
敏
は
蒐
集
品
を
通
し
た
諸
家
と
の
交
際
な
ど
道
可
の
ふ
る
ま
い
を
反
復
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
現
在
二
種
類
の
存
在
が
確
認
で
き
る
刊
本
『
聆
涛
閣
帖
』
の
出
版

も
敏
の
主
導
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
時
代
に
版
行
さ
れ
て
い
た
好
古
図
譜
の
影
響
を
受
け
つ
つ
編

纂
さ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
こ
と
を
述
べ
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
所
蔵
す
る
『
聆
涛
閣
集
古

帖
』
編
纂
の
背
景
の
解
明
を
試
み
た
。
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ー
ド
】
吉
田
道
可
、
吉
田
渚
翁
、
松
平
定
信
、
聆
涛
閣
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、
好
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出
版
、
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世
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芸
史


